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大学女子ハンドボール選手の心理的競技能力に関する考察 
―西日本ハンドボール選手権大会に参加した女子選手を対象として―

樫　塚　正　一　　小笠原　一　生　　田　中　佑梨奈

Investigation of psychological competitive ability of female collegiate handball players. 
―As subjects of female players who participated in the Western Japan Handball Championship―

Shoichi Kashizuka, Issei Ogasawara, Yurina Tanaka

Abstract

We classified a total of 131 female collegiate athletes who participated in the Western Ja-
pan Handball Championship into 2 groups （superior, inferior）, then investigated differences in 
psychological competitive ability using the Diagnostic Inventory of Psychological-Competitive 
Ability for Athletes 3 （DIPCA. 3）.

The following results were obtained.
1． Regarding criteria profiles, significantly higher scores were observed in the superior 
group for aggressiveness, volition for self-realization, volition for winning, and coopera-
tion.

2． As for factor profiles, a significantly higher score was observed in the superior group 
for volition for competition and cooperation.

3． A significantly higher total score was also observed in the superior group.
4． In criteria radar charts, that of the superior group was larger than that of the inferior 
group, as the superior group generally had high scores for all items. 

5． Variations were observed on the radar chart among teams in the inferior group.
 These results indicated that the superior group tended to have a higher psychological 
competitive ability.
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Ⅰ．緒　　言

　大学スポーツは，一部の例を除き学校教育のもと
で課外活動を中心に学友会活動として発展してきた
と久保１は述べている。指導者は，高度な競技志向
を目標に掲げ，成果を上げていくために各々試行錯
誤を重ねながらの指導が見受けられる。しかし，い
かに熱心に指導を行っても，試合において常にピー
クパフォーマンスが発揮できるとは限らない。試合
において高い能力を発揮するには，小川ら２は「心・
技・体」の能力をバランスよく継続的に発揮するこ
とが重要と述べており，中でも心理面は重要な要素

と考えている。一般的に言われる能力は，技術
「技」・体力や体格「身体」・意欲や集中力などの心
理的能力「心」の３要素で構成され，これらをバラ
ンスよく強化することが競技力向上には不可欠であ
る。しかし，競技の現場において，心理面のトレー
ニングは，他分野のトレーニングに比べて普及が遅
れていると言わざるを得ない。その理由として，心
理的能力は体力や技術のように「視覚化」が容易で
はなく，指導者，選手ともに状況に応じて多様に変
化する心理特性を具体的に把握することが困難なこ
とが挙げられる。これらの要因が心理的競技能力の
開発を遅らせてきたと推察される。しかし近年，競
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技を中心とした心理的状況を把握するために多くの
心理検査が開発されてきた。人の心理を検査する方
法を大別すれば「質問紙法」，「投影法」，「作業検査」
の３つの方法がある。これらの手法を応用すること
によって，これまで困難であった競技者の心理特性
の定量化が可能となり，心理面の強化を始め様々な
効果が期待される。
　杉原３は，選手が練習で発揮する能力と試合で発
揮する能力の違いは心理的要因にあり，その原因は
「精神力」の差と述べている。また，村上ら４も競
技パフォーマンスは生理的，身体的な要因によって
決まるものではなく，知覚判断，記憶，感情，情緒
を含む心理的，精神的要因が関与していると述べて
おり，また，Johnson５も同等の能力を持つチーム
間では「精神力が強く前向きな姿勢や強い感情を
持っている方が勝利する」と報告している。これら
を統括すれば，身体的・体力的なスキルを最高のレ
ベルに高めても，競技で「心」が乱れれば正常なパ
フォーマンスの発揮が望めず，「技・体」に見合う
「心」を養うことの重要性が強調される。
　先行研究で報告されている心理的能力の要因はハ
ンドボール競技でも同様と考えられる。ハンドボー
ル競技は，コートの中で敵味方が激しく接触しなが
らゴール点数を競うスポーツであり，球技の格闘技
と例えられることからも，体力や体格，技術の重要
性は自明である。その一方で，めまぐるしく変化す
る戦況の中で，有利なゲーム展開や良いチーム状態
に保つために，心をコントロールする心理的競技能
力の重要性も求められる。これまでに，ハンドボー
ル選手の身体的，生理的能力に焦点を当てた研究は
多く存在するものの，心理的側面を調べた研究は極
めて少なく，パフォーマンスの高いチームがどのよ
うな心理特性を有するのか，その特徴は明らかでは
ない。
　そこで本研究は，ハンドボール選手の心理的要因
に着目し，西日本ハンドボール選手権大会（以下，
本大会と記す）に５年以上連続で出場しているチー
ムを対象に，徳永６が開発した心理的競技能力診断
検 査Diagnostic Inventory of Psychological- Com-
petitive Ability for Athletes 3（以下DIPCA.3とす
る）を用いて調査を行い，心理的競技能力の実状を
知ることを目的とした。

Ⅱ．方　　法

１．調査対象

　全日本学生ハンドボール連盟に登録された18歳か
ら22歳（19.8±1.2歳）の大学女子選手で，過去５
年以上連続で本大会に出場した８チームに所属する
計131名を対象にした。対象は過去５年間の戦績を
基準に上位群72人と下位群59人に分けられた。ここ
で対象とした選手には，スターティングメンバーと
ベンチスタートのメンバーが混在するが，すべての
選手が大会出場の権利を与えられた者である。すな
わち，大会にエントリーされていない選手は対象に
は含まれていない。以下に各大学の人数の内訳と年
齢を示す。

上位群　Ａ大学　20人（19.9±1.1歳）
　　　　Ｂ大学　17人（19.4±1.2歳）
　　　　Ｃ大学　19人（19.8±1.2歳）
　　　　Ｄ大学　16人（19.9±1.1歳）

小計　 72人（19.7±1.1歳）
下位群　Ｅ大学　12人（19.9±1.4歳）
　　　　Ｆ大学　20人（19.6±1.1歳）
　　　　Ｇ大学　17人（20.2±1.5歳）
　　　　Ｈ大学　10人（20.8±0.8歳）

小計　 59人（19.9±1.2歳）
合計　131人（19.8±1.2歳）

２．調査期間・手続き

　各大学の部長，監督に対して事前に調査を依頼
し，実施の許可を得て2010年７月10日～14日の大会
期間中に調査を行った。

３．調査方法

　徳永６が開発した心理的競技能力診断検査（DIP-
CA.3）を用いて調査を行った。DIPCA.3とは，ス
ポーツ選手が実力を発揮するために競技場面で求め
られる心理的競技能力の質問項目によって構成され
ている。内容は52項目からなり，「競技意欲」「精神
の安定・集中」「自信」「作戦能力」「協調性」の５
因子と因子の下に位置づけられる12尺度（忍耐力，
闘争心，自己実現意欲，勝利意欲，自己コントロー
ル能力，リラックス能力，集中力，自信，決断力，
予測力，判断力，協調性）から構成されている。評
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定は５段階（１：ほとんどそうでない～５：いつも
そうである）の自己評価を行い，評定数字が高いほ
ど心理的競技能力が高いと解釈される。調査結果は
図１のようにレーダーチャートとして示すことで，
各尺度間の差異や因子間のバランスを可視的に評価
することが可能である。調査についての説明と調査
用紙の回収は，本大会に関係していない者が行っ
た。また診断検査が試合に影響を及ばないことを説
明し，検査の心的負担を持たせない配慮をした。

４．統計処理

　大会に出場した24チーム中，８チーム131名を対
象に弁別的妥当性を見るためにGood-Poor Analysis
法で各チーム上位群，下位群を作成し，各項目の平
均値の差をt検定で評価した。有意差は５％未満と
した。

Ⅲ．結　　果

１．心理的競技能力（DIPCA.3）の調査による上

位群，下位群の全体的な特徴

　大学女子学生ハンドボール選手の心理的競技能力
を明らかにするために選手を上位群・下位群の２群
間に分けDIPCA.3を用いて調査を行い，それぞれ
の平均値，標準偏差，t検定の結果を表１に示した。
　尺度別プロフィールでは上位群が「闘争心」
（p<.05），「協調性」（p<.05），「自己実現意欲」
（p<.01），「勝利意欲」（p<.001）の４尺度において
下位群に対し有意な高値を示した。尺度別プロ
フィールによるレーダーチャートの分析結果は「協
調性」を除いて，レーダーチャートの右半球を構成
する「競技意欲」，「精神の安定・集中」が高い数値
を示す傾向が見られた。レーダーチャートの詳細は
後に詳しく述べる。
　因子別プロフィールの特徴は上位群の「協調性」
（p<.05），「競技意欲」（p<.01）が下位群に比べて

図１ 　心理的競技能力のプロフィール（DIPCA.3）
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有意な高値を示した。また，総合得点（p<.05）も
上位群が有意に高かった。
　以上の結果から，２群間に見られる心理的競技能
力は，有意差が認められない項目もあるものの，全
体的に上位群が高い傾向を示し，尺度別に４項目，
因子別に２項目の有意差が認められ，上位群の心理
的競技能力の高さが伺えた。

２．上位群，下位群における尺度別プロフィールの

レーダーチャートから見た特徴

　DIPCA.3で得られた結果をさらに詳細に検討す
るため，大学ごとに尺度別プロフィールのレーダー
チャートを作成し（図２，図３），各項目間のバラ
ンスを可視的に評価した。
　全体的な傾向としては上位群と下位群がともに高
い値を示した協調性を除いて，レーダーチャートの
右～下半球を構成する因子「競技意欲」と「精神の
安定・集中」に含まれる「集中力」に高い傾向が見

られ，その一方で，左半球を構成する因子「自信」
や「作戦能力」の尺度に低い数値が見られた。すな
わち，図２，図３から，各大学とも共通してレーダー
チャートの右～下半球が膨らむ偏りが傾向として見
られた。
a）上位群４大学のレーダーチャートの特徴
　A大学のレーダーチャートは全体的に大きく広が
り，バランスの取れている傾向が伺える。また，「協
調性」（18.60），「闘争心」（17.00），「自己実現意欲」
（16.90）に高い数値が見られ，大会に対する意欲が
高かったことがわかる。
　B大学のレーダーチャートにはA大学の数値には
及ばないが「協調性」（17.18），「闘争心」（16.12），
「自己実現意欲」（16.06）に高い数値が見られた。
特徴は右半球を構成する尺度間のばらつきが小さ
く，全体的に膨らみのあるレーダーチャートとな
り，中でも「自己コントロール能力」「リラックス
能力」「集中力」は他の尺度より高い数値を示した。 

表１　上位群と下位群の平均値および標準偏差

上位群 下位群

N＝72 N＝59

尺度 M SD M SD t 値 P

忍耐力  14.81  2.65  14.15  2.98 1.33 －

闘争心  16.97  3.18  15.53  3.50 2.46 *

自己実現意欲  16.53  2.16  15.39  2.17 2.95 **

勝利意欲  15.90  2.59  14.20  2.50 3.80 ***

自己コントロール能力  13.90  3.40  13.76  2.86 0.43 －

リラックス能力  13.06  4.07  12.12  3.56 1.31 －

集中力  14.71  2.97  14.31  2.80 0.65 －

自信  10.71  3.07  10.56  3.48 0.26 －

決断力  11.10  3.14  10.56  3.09 0.98 －

予測力  11.44  3.17  10.98  3.08 0.84 －

判断力  10.68  3.24   9.95  2.87 1.53 －

協調性  17.60  2.83  16.61  2.84 2.27 *

因子

競技意欲  64.21  7.67  59.37  7.49 2.87 **

精神の安定・集中  41.61  9.48  40.22  8.17 0.89 －

自信  21.54  6.44  20.78  6.38 0.68 －

作戦能力  22.26  6.09  21.15  5.74 1.07 －

協調性  17.60  2.83  16.61  2.84 2.27 *

総合得点 167.19 23.17 158.14 20.42 2.27 *

*:p＜.05　**:p＜.01　***:p＜.001
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図２　上位群の尺度別プロフィール

　その一方で，C大学のレーダーチャートは，尺度
間のばらつきのためレーダーチャートの形が整って
おらず，「忍耐力」（13.42），「自己コントロール能力」
（11.68），「リラックス能力」（10.68），「判断力」（9.47）
の４尺度は，他に比べて著しく低い数値を示し，心
理的競技能力が安定していない状況が伺える。
　D大学のレーダーチャートは全体的にバランスよ
く広がり，「忍耐力」（16.31），「闘争心」（16.94），
「協調性」（17.31），「集中力」（16.44），「自己コン
トロール能力」（15.50）の５尺度が高い値を示し，
上位群の中で最も大きいレーダーチャートが見られ
たことから，心理的競技能力の高いことが示された。
b）　下位群４大学のレーダーチャートの特徴
　E大学は，下位群の中で最も小さいレーダー
チャートを示し，「判断力」（8.42），「決断力」（9.17），
「自信」（8.75），「リラックス能力」（10.33），「予測
力」（9.83）の値は他大学と比べて著しく低かった
ことから，心理的競技能力の低さが示された。

　F大学のレーダーチャートによる特徴は，「協調
性」（16.80）は上位群と同等な数値であるが，他に
は特に優れた項目も低い項目も無く，レーダー
チャートは小さいながらも全体的にバランスがとれ
た傾向が伺えた。
　G大学も「協調性」（16.71）は高い数値を示し，
上位群に近い傾向が伺えた。しかし「判断力」（9.65）
は低い数値であり，心理的競技能力の不安定な状況
が見られた。
　H大学のレーダーチャートから，「協調性」（17.90）
が下位群で最も高い数値を示したことがわかった。
他の項目に高い値は見られなかったが全体的にバラ
ンスが取れているレーダーチャートが示された。
レーダーチャートは小さいが心理的競技能力は安定
していたことが見られる。

Ⅳ．考　　察

　競技スポーツの試合で競技力を発揮するには，高
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い身体能力に心理的競技能力を合致させることが重
要であると，徳永ら７を始め，多数の研究者が明ら
かにしている。具志堅８も同様に「技能を発揮し競
技中にピークパフォーマンスを発現するには，身体
能力に心理的能力を合致させなければ効果的な活動
は望めない」と述べている。
　本調査はこれらの要因を研究するためにDIP-
CA.3の心理検査を用いて，本大会に出場した131名
の選手を対象に，競技能力を２群（上位群，下位群）
に分け，それぞれのチームにどの様な特徴があるか
を明らかにするために調査を行った。表１の結果よ
り２群間の尺度別プロフィールでは「闘争心」，「協
調性」，「自己実現意欲」，「勝利意欲」の４尺度にお
いて上位群に有意な高値が認められた。また，因子
別プロフィールの特徴にも「競技意欲」，「協調性」
において上位群が有意に高値を示し，さらに総合得
点にも有意差が認められた。これらの結果は徳永７

らが先行研究で報告した「競技力が高いものは心理

的競技能力も高い」という主張を支持するものと考
えられる。
　図２，図３に示された尺度別プロフィールのレー
ダーチャートの結果から，興味深い特徴が見られ
た。上位群のレーダーチャートは下位群よりも大き
く広がりがあったものの，２群間に共通して，レー
ダーチャートの右～下半球を構成する「競技意欲」
（闘争心，自己実現意欲，勝利意欲）に高い数値が
示され，左～上半球を構成する「協調性」を除く「作
戦能力」（判断力，決断力），「自信」（決断力，自信）
において低い数値が見られた。つまり，程度の差は
あるものの，上・下位群ともに右～下半球が膨ら
み，左半球が「協調性」を除いて凹となる，偏りを
持ったレーダーチャートを示したのである。これら
の結果から，ハンドボール競技においては，競技意
欲に対する心理的競技能力は比較的容易に高められ
るが，作戦能力や自信に対する心理的競技能力の向
上は，困難であることが示唆された。松本ら９は「自
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信のなさは競技状況に表面化することが考えられ，
選手が直面した課題や競技場面での心の内的な状況
を強く反映している」と報告しており，本結果もこ
の状況が示唆されたものと考える。このことは，逆
に言えば，体力要素に加えて戦略的思考に対する自
信が勝敗を決するハンドボールの競技特性を反映す
るものであり，作戦能力や自信に対する心理的要素
を高めることが，心理的なチーム強化の中でも，特
に重要なポイントとなり得ると考えられる。
　競技意欲の中のでは唯一「忍耐力」が上・下位群
ともに低い数値を示した。競技中の忍耐力とは，ス
トレスに耐えるだけでなく，ストレスの中で正しい
予測や作戦の判断ができるように，心をコントロー
ルする能力であり，本結果から，忍耐力の未熟さが，
作戦能力や自信の低値に影響したのではないかと考
えられた。心身ともに理想的なチーム作りのために
は，本結果のレーダーチャートで凹となった左半球
の忍耐力や作戦能力，自信を向上させる試みを日々
の練習の中で継続して行う必要があろう。本研究で
は，西日本学生ハンドボール選手権に出場した選手
の心理的競技能力を把握するに止まったが，今後は
この結果に基づき，レーダーチャートを外方向に広
がるバランスの取れた円に近づける具体的なトレー
ニングのアプローチを検討することで，ハンドボー
ル競技における心理トレーニングの発展に寄与でき
るものと思われる。その具体的なトレーニングにつ
いては，今後の更なる研究に基づき，構築してゆく
必要がある。

Ⅴ．まとめ

　西日本学生ハンドボール選手権に出場した女子ハ
ンドボール選手131名を対象に，競技能力を２群（上
位群，下位群）に分け心理的競技能力の違いを比較
検討し次の結果を得た。
１．尺度別プロフィールでは上位群が「闘争心」，
「自己実現意欲」，「勝利意欲」，「協調性」に
おいて下位群に比べて有意に高い値を示し
た。

２．因子別プロフィールには上位群が「競技意
欲」，「協調性」において下位群に比べて有意
に高い値を示した。

３．総合得点においても上位群が下位群に比べて
有意な高値を示した。

４．尺度別プロフィールのレーダーチャートの図
から上位群は広がりが大きく高い数値の傾向
が伺えた。

５．下位群レーダーチャートの傾向はレーダー
チャートが小さく数値は低いものが見られ
た。

６．上・下位群に共通してレーダーチャートの右
～下半球が膨らみ，左半球が凹となる偏りが
見られ，競技意欲は高いものの「作戦能力」
や「自信」，「忍耐力」が未熟であることが明
らかとなった。
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